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新規反応場による低温での触媒反応の研究 

業 績 

メタンやバイオマスなどの不活性な基質を転換するためには、従来高温を必要とし、高温条

件下では生成物選択性や触媒の安定性、総合エネルギー効率などに問題を抱えていた。 

 小河氏は、低温で触媒反応を進行できれば、高温条件由来の選択性低下や触媒劣化を避けら

れ、低温未利用排熱の有効利用に資すると考え、従来高温を必要とした触媒反応を、新規反応場

の援用により 100°C台という大幅な低温で進めることに成功した。 

 本研究成果は、高温条件下で問題となる生成物選択性の低下や触媒劣化という触媒化学の積

年の課題を回避し、高活性・高選択性・高安定性を実現する新たなアプローチであり、化学に低

温化・オンデマンド化というパラダイムシフトを呼び込み、産業的に大きなインパクトのある

未利用排熱を用いた水素製造などの各種反応への応用展開にも繋がると期待される。 
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